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　　2012 年 11 月 30 日（金）　　　　
　　五百羅漢・富山市民俗民芸村
　＜参加者数＞
















　　2012 年７月 21 日（土）  ３人（26 期生）





　　2012年５月23日（水）17：00 ～ 66 人
　　2012年11月14日（水）17：00 ～ 43 人
（６）おしゃべりタイム　
















　　2012 年４月３日（火）9：30 ～ 13：45
　＜参加者＞
























　　　面談回数：   29 回
　　　相談者数：  22 人　
　　　（内訳）　
　　　　人文学部   ７人
　　　　人間発達科学部 ２人
　　　　経済学部   ７人
　　　　理学部   ２人
　　　　工学部   ２人 
　　　　芸術文化学部  １人
　　　　大学院（工）  １人　　





　2002 年９月 24 日に「富山大学留学生指導連絡会議要項」を制定し，以来留学生指導等の充実を
図るために連絡会議を開催し，留学生に関する様々な問題について各学部の教員及び事務との情報









　富山大学には 330 人（2012 年５月現在）の外国人留学生が在籍している。
　富山県では，県内在住の大学等の私費留学生に対し，県から「富山県国際交流奨学金」が支給されて
いる。また，国民健康保険料の助成もおこなわれている。さらに，2002 年 10 月より公益財団法人とや
ま国際センターが，富山県，富山県婦翔会，留学生を受け入れる富山県内の大学・短大・高専，宅地建
物取引業の団体などの連携協力のもとに，「留学生住宅確保支援制度」を実施している。こうした地域
の人々の暖かい支援により，留学生がより安定した環境の中で安心して留学生活を送ることができるよ
うになり，大変感謝している。
　これからも地域との緊密な連携をはかり，留学生支援体制の充実のため一層の努力をしていきたい。
